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標 準 ア クセ ン トと東 京 ア クセ ン ト
秋 永 一 枝
?
59年夏 の講座 では,概 略次 のよ うな ことをお話 ししま した。
1は じめに
アクセ ン トとは何 か。
?
?
イ ン トネーシ ョン,プ ロミネ ンス との関 わ りな ど。
アクセ ン トの分布(アクセン ト分布図D,各 地 アクセ.ントー覧表2})
アクセ ン トの変遷(アクセ ン ト類別語彙表3))








































2.地 域 に よる
3.環 ≦竜による
4.音 韻}こよる
5.そ の他 ① 使用語彙 か理解語彙か,② 専門語か否か,③ 学区
変更,④ 集 団移住(団地新設,工 場移転)な ど。
IIIア クセ ン トの標準 とい うこ と
1.ア クセ ン ト辞典それぞれのアクセ ン ト注記 の異 な り
目本語発音 アクセ ン ト辞典(略称NHKア 。S4L8刊)
全国 アクセ ン ト辞典(略称 全国 ア.平 山輝男編S35,6刊)
明解 目本語 アクセン ト辞典(略称 明解 ア・ 金 田一春彦監修 ・秋
永一枝編 初版S33.6刊,二 版S56,4刊)
2.編 集理 念の異な り
① 何 を望 ま しいアクセン トと考え るか,② 東京 アクセ ン トでな
い アクセ ン トを受入れるか否 か,③ 東京 アクセン トの変化 の食 い
とめ。
IV日 本語教育 の揚 でアクセン トを ど う扱 うか。6)
初級 の段階で,発 音 とアクセン トを 教育 するこ とが望 ま しい こ
と。
1はす でに本講座りで も記 したことです し,詳 しくはそれ ぞれ の専門書8)
を御覧頂 きた い と思 います。そ こで今回 はII以 降に しぽ って,そ の問題
点 のみ を記す こ とに します。
2.
どラも一般 には・,東京アクセ ン トがすべ て標準 アクセン トとして望 まし
目 61今 田 滋 子 「発 音 」(教 師用 日本 藷 教 育 ハ ン ドブ ック⑥ 〉な どが 参 考 とな る。
フ)「講 座 日本 語 教 育 」1,2,3,4,5。
8)各 種 ア クセ ン ト辞 典 の解 説 な ど。
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いのだ!と い う思 いこみが あ りますが・ 決 して そんな ことは あ りませ ん・
標準 アクセ ン トとして は望 ま しくない面 もいろい ろとあ ります。
た とえば,東 京ア クセ ン トが他 の 東京式ア クセ ン トと異 な る揚合 には,
東京 アクセン トの ほ うが 一歩退 くほ うが 望 ま しい と思 われます。 東 京で
ヨ
は空 の 「雲」 と虫の 「蜘蛛」 は どち らもクモの よ うに初 めを高 く発音 しま
コ
す。然 し,多 くの東京式 アクセン トの地域で は,空 のr雲 」 をクモ・虫 の
「蜘蛛」をクモ といって区別 します。同様 に,東 京で は 「折 る」 も 「織 る」
ワ
もオル といって区別 しませ んが,多 くの東京式 アクセ ン トの地域 ではr骨
つ 　
を折 る」 のほ うはオル と初 めを高 く,「布 を織 る」 のほ うはオ ルの ように
初 めを低 く発音 して言 いわげています。
ヨ
「雲」 な どは 天気 予報 の放送 で始終 クモ と発音 ずれ ば よさそ うに思 うの
ですが,「 アクセ ン トが間違 っている」 とい う電話 が殺到 して大変 だ とい
うことで,NHIく のアクセ ン ト辞典で も許容 して くれ ません。
つ へ
明解 ア・では これ らを ⊂クモも許 容》⊂オル も許 容》として記載 して あ り
ます が,そ れで は 日本語教育で外 国人 に(1許容労のほ うを教 えるか ～と聞 か
ワ ヨ
れれ ば,現 実問題 として東 京アクセン トのクモ(雲),オ ル(織 る〉を教 え ざ
るを得 ませ ん。現 在の東京で は,老 人か ら子 どもまで頭高型 にのみ発音 し
ています か ら。
では,現 在の東京で変化 の途上にある と思 われ る 「鍬」 「籾」「姪」「熊」
　 　 つ
な どは どうで しょ うか。従来 のアクセ ン ト辞典 ではクワ,モ ミ,メ イ,ク
つ かいこ コ
マで,道 具 の 「鍬」 はお 蚕 さんの 「桑」(クワ)と,米 の 「籾」はク リスマ
コ ヨ
スの 「縦 」(モミ〉や布 の 「紅絹」(モミ〉と区別 しています。明解 ア・第二版






















初版で はクマ しか認 めなか った のですが,新 し硫ア クセン トのクマの擁
頭 を認 め ざるを得 ませんで した。第三版で はr姪 」の平板型 を新 しいア ク
セン トとして認 め ざるを得 ないで しょう。「鍬」や 「籾」の頭 高型 を認 めな
いのは,東 京式 アクセ ン トの地域 で これ らを 日常語 とす る人 たちの発音 が
平板型 で,「桑」や・「縦」 と区別 するこ とを尊重 したか らに他 な りませ ん。
東京 の人 問の よ うに 「鍬」 も持たず 「籾」.を手 にす るこ ともない者 に とう
て,そ れ らは月常 の使用語彙ではあ りません。アクセ ン トを聞いて覚 えた
のではな く類推 して肇音 してい るわ けです。 「縦 の木」 は都会 の子 どもた
ちに とづては 「籾」 よ りもず っと馴染 み深 くシ 「桑 の木」 は道具 の 「鍬」
よ りはやや親 しい ことばで しょ う。
コ
「姉」 の頭高型 は 「兄」(アニ〉に合 わせよ うとした もので しょうし,「姪 」
の平板化 現象 は 「甥」(オイ)にひかれ た もので しょう。
馬瀬良雄氏他 の 昭和56年 か ら57年 にお ける文京 区根津 の共 同調査9)に






貢量 ク 々6害 庄,クマ4割
おそ ら く目「籾」 も 「鍬』 と同 じよ うな状 態で しょ う。 これ に くらべ て,
NHKσ)ア ナ ウンサーのアクセン ト1口)は次の ように多少異な っています 。
昭56年 調査(%)昭37年 調査(%〉





































この表 をみ る と 「姉」「熊」はアクセ ン ト辞典 にある よ うに発音 せ 凝 とい
う,い わば教育 アクセン トで あるこ とが想像 されます。 アナ ウンサー養成
の期閥 に,こ れ これ のアクセ ン トには特 に注意 せ よ1と い うお達 しが ある
ため1こ,一般の 人 た ちの 変化 の状態 とは 異 なる結果 になっているのです。
「籾」や 「鍬 」は 「農村 の時間」あた9で は出るで しょうが番組 全体 か ら言
えば稀 に しか表 われ ないことばだけに,注 意 が行届 かなか った もので しょ
う。 「姪 」 に至 っては圧倒的 に新 しい型 に変化 しています。 この節 は 「中
国残留孤児」のニ ュー スな どで時 には聞きますが,放 送で使用 するこ とが
稀なせいで アクセン ト教育 が されな かった もの と思 われます。 ともに37
年 の調査 よ りもず っと変化 び進 んで いるこ とがお分 り頂 ける と思 います。
コ リ「熊」 はクマ か らクマヘ 現在変化 しつつ ある こ とぱですが,一 時代前 に
コ コ ヨ ワ
は,「母」 もハハ か らハハヘ,「神」.もカミか らカミヘ と同 じよ うに変化 し
で コ
ました。 その頃の入 はやは り 「この頃 の子 ども1馬 ハ ハ とか カミ とか言 っ
ておか しいね」 と言 っていた もので しょう。東京で これ らを尾 高型で発音
す る入 は もう本 当 に少な くな って しまいま した。 このグル ープと して は次
の ような語 があ ります。
さじ
匙,鮨,唾,晴 れ,風 呂,八 重,酔 い……
(地名の)千葉,土 佐,肥 後,美 濃
一般 に尾高型 は所属語彙 が少な くて,多 数型 である平板型や頭高型 に転
向中の語 彙 が多 い11〕のです。 目本語教育 で,伝 統的 なアクセ ン トを教 え る
か,転 向 した変化 型 を教 えるかは,そ の変化 の進み具合 に よって判断す る
よ り他 はあ のませ ん。(上記 の地名 はもはや頭 高型 を教 えると い うこ とに
な りましよ う。)
3.




多数型で ある中高型 を教 えるべ きで しょう。 た とえ自分 のアクセン トと異
なってい てもです。
○○○OO→ ○OdQO
赤 とんぼ,海 坊主,鬼 が島,影 法師,陣 羽織,松 平(姓)..,
目次 のグルー プ も,頭高型 か ら平板型へ と変化 が進 みま した。上記 と同様・
若 い層 のあま り使 わない古 めか しい語彙が 目立 っています。(*印は中高型
もある もの〉
あいくら
ヒ首*,言 い分*,開 運,飼 犬*,飼猫*,糾 明,執 念,襲 名,障 笠*,親
ももだら
類,相 続,対 決,忠 勤,股 立,立 秋,立 春,籠 城……
この ような頭高型 はいかに も古 めかしいよ うですが,こ の頃法律用語 ・
組合用語 に頭高型 が 目立 ってきま した。
結 審,行 革,再 決,春 闘,審 判,総 括,統 括,判 決,臨 調__
「審判 ・総括 ・統括 ・判決」 な ど,今 まで のアクセ ン ト辞 典ではすべて
平板型注記です。 一般 Φ アクセ ン ト法則 か ら言 え・ぱ,r春 闘』 は 「春季闘
争」の略語です し,「行革2や 「臨調」 も同様 です。しか し,テ レビや ラジ
ド ワ ワ
オで闘士は勇 ま しくシ ュン トrや ソーカッ と叫び ます し・裁 判 のハ ンケツ
が下 されます、「春闘」は 「春季闘争」の省略語 としてで な く,初 めか ら一
人歩 きを し,初 めか ら頭高型で語頭 に.プロミネ ンスをつ けて叫 ばれ て しま
ったのです。 これ らに共通す るのは,力 強 さを必要 とした一種 の叫び に も
似 た訴 えなのです。平板型で はあま りに も平 らかで力強 くあ りません。 こ
れは,伝 統的な頭高型 の発生 と相通 じるもので もあ りま しょう。
この うち,頭 高型 とい って も 「あい くち ・言 い分 ・飼犬 ・飼猫」な どは,
つ ワ つ
アクセン トの高 さの切れ めが,本 来 はアイクチ,,イイ プ ン,カ イイヌ のよ
うに第二拍 にあ ります。 ところがその部分 は,二 重母 音の後部拍や引音 の
拍で あるためアクセン トの高 さの切れ めがお きに くく,一 拍前 にずれて し
まった ものです。現在若 い層 では,平 板型 がふ えてい ますが,中 年層 以上
つ ワ




「貝 ・鯛 ・杭 ・恋 ・十 」 や ,「 帰 る ・返 す ・通 る ・逓 す ・は い る ・参 る 」
つ つ
の頭高型 は,東 京 では安定 しています。「姪」も同様 にメイか らメーへ と変
牝 して来 ていま したがゴ.現在平板型 に感 染 して しまいま した。 と ころが・
独立性 のない音韻 がアクセン トの高 さの山・にきて もアクセン トを動か さな
つ つ つ
い地域 で,し か も東京式 アクセン トの地 方では,カ イ が,カ エル,ト ール,
つ
ハィルの よ うに変化 させないのです。
それでは束京で,こ うした音韻の ものは すべ て ア クセ ン トの 山が 移 る
か とい うと,そ うとばか りは言 えません。ワ思い ・匂 い ・迷 染(一〇i),祝い ・
魂 ・習い ・払 い(一ai),狂い(一ui)ゴの よ うな名詞 は中高型 です。 これ は起
伏式動詞 委 らで きた転成名詞ですか ら,規 則的 には尾高 型 にな って,「 オワ つ
モイ ガ深 い」「世 のナライ』 となるところが,ア クセン トの高 さの 山が前
コ つ
にずれ て,オ モイ,ナ ライ のようになった ものです121。但 し,「(寸法 に)ち
つ つ つ
よっ とクルイ がきたね え」 とか,「世 のナ ライ」「ナ ライ 性 とな る」 な ど
の ような,若 い世代 には使 われな くなったこ とばは,聞 いて覚 えたのでは
ない・類推 アクセ ン トによる尾高型が若 年層 に現われて きてい ます。
ちなみに,平 板型動詞 か らできた転成 名詞 は,「笑 いが とま らな い」「謡
をや る」「洗いがはげ しい」「見舞 に行 く」「(株の〉買 いに回る」な ど,す べ
て平板型で安定 しています。但 し,「笑 いは(も)しない」 「歌 いは(も)しな
ド ワ




と・ 動詞 の 連用形 であるナキワシナイ,ナ キモシナイ の区別 と同 じです。
ワ
なぜ ワライ ワシナイ のよ うに一拍前 にずれな い13}かとい うと,二 つ の原因
12)r明解 目本語アクセント辞典」巻末習得法則参照。 なお,転成名詞に関して
は,川上 藁 「動詞からの転成名詞のアクセント」(「今泉博士 国語学論叢」所収)
の値,歴 史的なアクセントでは,秋 永一枝 「派生名詞のアクセン ト」(「古今和歌集
声点本の研究 研究篇上」に転載)があります。









起伏 式動詞か らで きた転成 名詞 は,中 止形 がr絵 をナ ライ」 「人をオモ
イ」の ように中高型 です か ら,名 詞 もその型 に移 りやすVロ・とV、うことがあ
ります。が,平 板 型動 詞 の中止形 は,「歌を ウタイ」 「下着 をアライ」 のよ
うに平板 型ですか ら,中 高型 を連想す るどこ ろか平板 を持続 しよ うとマ・う
意識 が働 きます。そ こで,中 途 では下 が らないよ 揖 こなるので しょう.も
う一っ は,こ笑 いは しない」「笑 い もしなV{」とい うよ うな時 は,助 詞 の直
前 にち ょっとポー ズのよ うな強 めを感 じまナ。っ ま り複合 が弱 くて切れ め
ワ
があるよ うな感 じです。一続 きにサ ラッと言お うとした場合 は・ ワライ ワ
ジナイ と二重母吾 の よ うにな って,ア クセン トめ高 さの山が前 にずれ るこ
とも人 によって あ ります。
このよう に,複 合が ゆるくて一般 の法則 では律 しに くい ものに,数 詞や
園有名詞 があ ります。例 えば,上 野善道民 の上 げ られ た14)「イ「トー「シ(伊
東氏,人名)」や,「オ「ボーザ ン「タチ(お坊 さん達)」も複合 のゆるい部類 でて
しよ う。NHKの 秋 山アナ ウンサーや私 は 「伊東氏 ・伊東市』ともにイ トー
コ
シ,イ トー シと両様 で区別 な し,藤原アナ ウンサー も両様 で したが どち らか
とい うと 『氏」 の場合 にイ トーシが多い ように感 じる との事。「オ「ボ ーサ
ンrタチ」は接尾語 を とってっ けたよ うな感 じが します。この類 はr近 藤氏
け け きぢ　う はにやう・後藤氏,近 藤家 ・後藤 家」「桐生 市 ・羽生市 ・府 中市 ・相生 市(町)」等 々
　 　 　　　　 コ
ト
にもあて はま ります が,「東京都 ・東京市」な どは トーキ ョー ト,ト ーキ ョユ
ーシのみ で トーキ ョー ト(シ)とはな りません。 「後藤家」 は両様 あ らわれ
　コ ご とう び
ます が 「御 当家」 は複合 の揚所 がちがいますか らゴ トーケのみ,「五十 日」
つ
は五 と十 のつ く巨で,複 合 の場所 は同 じですが ゴ トー ビのみです。(勿論
14)上野善道r地 方アクセントの研究のために」(r新しい方言研究」解釈 と鑑賞
　 ヨ 　コ
633)にはrイ トーシ(伊東氏,人名)ば イ トーシ(伊東市,地 名)」が上げられてい
ます、私の 「人名 と地名のちがいというよりは話者によるちがいでは～」という質問づ
に対 す る返 信 で は,「氏」 と 「市」 で使 いわ け る人,両 方 と もに両 様 の入,イ トー シ
のみ の入 が あ った との こ とで したo
-8一
し し
同 じ 「氏」 で も,「いえ」 をあらわす 「豊 臣氏 ・徳川 氏」.などは 「氏」の前
　 し
に高 さの山がある トクカ。ワシですが,姓 のあ とにつ ける 「氏(エ さん)」の
つ
揚合 は トクカ。ワシのよ うに法則 が異なる ことは言 うまで もあ りませ ん。)
上記 の揚合,音 韻 がアクセン トを動 かすか否 かは,一 ま とま りで言いな
れ ているかど うか に問題 があるようです。「伊藤氏!(一杯や るか)」な どと
冗談半分 に呼ぴ かけ ることは あって も 日常会 話で は殆 ど使 わない ことが
「～氏」の複 合 の強 くな らな い原因 で しょう。一方 「一市」の方 は,一 ま と
ま りに言 うことが多 く・それ も話者 にと って身近 なよ く発音 す る土地 であ
るかど うかに よって異 な りがあ ります。東 京西 部 の人問 に とって は,「桐生
市 ・羽生市」 よ りは身近 な 「府中市」 の方 が前 にずれ るよ うです が,こ れプ
は単独 で もフチ ュー と中高型 に発音す ることにひ かれ るこ ともあ りま しょ
ハ 　　　　て
う。私 に とってアイオイ シは遠 く,アイオイチ ョーは言いなれた地名 です。
音韻 に よるアクセ ン トのずれ とい うもの も,話 者 による使用頻度や複合
度の違 いがあ って,す ぺてが法則的 にわ り切れ るとい うもので はな く,最
後 は単語 ご との歴史,更 には話者 ごとのタイプや使用史 とい うものまで考
える ことに な りま しょ う。 そのどれ を 臼本語教育 で 教 えるか とい うこと
は・.両様 のものは どち らで もよい とい うこ とになるで しょ うか。一般 に外　 ワ
国人 は,ト ーキ ョー トとかシンブ ンシ とかのよ うにシラブル の途 中で高か
ら低 へ落 ちる発音 は非常 に苦手ですか ら,必 ずそ う発 音す るグループ だけ
を注意 してお けばよいのではないで しょうか。
4...
話者 の年齢や環 境 も,大 いにアクセ ン トの決定 に関係 があ ります。 時に
は・陸別 も関係 します。大 き くわける,と次 のよ うにな ります。
La,話 者 の使用頻度 は老若の年齢 に よってあ ま り違 わない。.
b毫,1話者 の使用頻度 は老若の年齢 によって大 いに違 う。
2.c・ 話者 に とってほ とんど使用語彙 ではない。
d.話者 にとって使用語彙である。
一9.一
た とえば1a・で は 「熊 ・姉 ・姪 ・三十年 ・赤 とんぽ」 な どが あ り目ます。
この場合 のアクセ ン トの変化 は,現 在老年か ら若 年へ と大 きな変化 の流 れ
のもとに移 りつ つあ ります。 い くら親た ち溝 「クマだ」 とい って も,子 供
つ
が 「クマ」 に変 るのを とめよ うもないのが実態です。では,若 者 の使 わな
くな ったこ とば・1bの 場合 です が・次 のよ うな例が あ ジます。
「いいお しめ りですね え」。少 しばか り草木 を潤 お した雨にそ うした会話
をや りとりす るのは,も はや 中年以上 で しょう。 電車 の中で これ を聞い
ヨ
た中学生 が5「え ～オ シメノ」 とコ.ロコ ロ笑 いだ したのを見 て・ 私 は もは
や このオシメ リとい うことば も命脈つ きた と悟 ったこ とで した。 案 の定,
NHKの56年 の 全アナ ウンサーの詞査15)では,次 のよ うな結 果が出てい
ます。
例文 「お しめ りが あ りそ うだ」つ
オシ メ リ50%(20代は60%)
オシメ リ49%(50代は64%)1
50代と20代で逆 転 しているのが分 ります。 挨拶 こ とばが急速 に失 なわ
つ
れて きた現在で は,「いいオ ヒヨリですね」 も若者 たちにと?て は 「オ ヒ
ヨ
耳り目って何だ ろ う～」 とな ることで しょう。 「ヒ ヨノレこ とかな ～』 と思 うか
もしれ ません。
私 はアクセ ン ト調査 の時 は,そ の ことばを使 うか どうかを注意す るこ と
にしています。「お しめ り,お ひよ り」は若年層 によっては使用語彙で はな
いのです か ら,1bだ けでな く2のdか らcへ の変化 であるわけです。
2のc・dの 相違 と して専 門語 があ ります。例 えば,落 語 に興味 がなけ
れ ば,次 のよ うなアクセ ン トは出て こないで しょ う。
ヨ 　　　　　　つ 　　　　　　コ
コ ー ザ(高 座),バ シ ョー(馬 生),リ ュ ー キ ョー(柳 橋),シ ン シ ョー(志
ん生)
　 ヨ 　　　　マ 　つ
=一 ザ,バ シ ョー,リ ュ ー キ ョ ー,シ ンシ ョー と発 音 す る こ と 請 合 で
15〉注5の(3)参 照 。
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す。歌舞伎役者 の名前 も外題 も同 じこ とです。 アク セン トではあ りませ ん
が,「四千 両(しせ ん りょう)」を 「よんせ ん りょう」 とよみ,「お軽勘平」 も
「三人吉三」 も聞いたこ とがなければ ア クセ ン トは 類推 するよ りない ので
すか ら。
外来語 とて同様です。私 に とって は理解語彙で あって も使用語彙で はな
い次 のよ うな ものは,頭 高型 に発音 しています。
ヨ ワ つ つ
タ レ ン ト,サ ー フ ァ ー,バ ウ ン ド,カ ー ブ目
と こ ろ が,そ の 方 面 で は こ れ らは す べ て 平 板 型 で,タ レ ン ト,サ ー フ ァ ー,
　 つ ニ
カーブ....・.とな ります。 スライダー もス ライ ダニだ とか。私 に とってチャ
ンネルは稀 に 使用 す る語彙 ですが,若 者 は もはや チ ャンネル とな りま し
た・ ジ ョギンク0は初 めか ら放送で は平板型で流 して いま したか ら・私 もそ
のアクセン トで このことぱ を覚えま した、 も し文字 か ら入 っていれ ば頭高
型 に発音 した と思 います。
性別 による違 いとい うの は,そ のこ とぱを男女 いずれ が使 うか,男 女 に
よって使用 の有無 が異 なるか とい うことに他 な りません。ですか ら厳密 に
は男女差で はな く,単 にそ の話者 に とって使用語彙 であるか否か とい うこ
とにな ります。(年齢差 に した ところで,厳 密 には,そ の話者 個人 の問題 に
関わって くるこ とです が。〉
私 どもの年齢 の女 たちは,着 物 の用語 は家庭 ばか りでな く小学校 で も習
　 ヨ
いま した。 そこで は 「ユキ,サ カ。り(何寸),ヤ ツクチ」 な どは使用語 彙で
した。 ところが同世代で も男性は一般 的 に和服 の ことば を知 らないよ うで
す。若年層 は男女 ともに使用語ではな くな ってきて,「 桁」 とい って もど
ワ
こか分 らな くな り,ア クセン トもユキの ような頭 高型 が ふ えて きま した。
こうした ことは,洋 服や手芸や料理 な どに関 して も言 える ことです。
勿論,男 が よ く使 うこ とばで 女 があま り使 わない とい う場合 もあ りま
す。 女 とい うよ り一般 の主婦 が使わない ことばに限定すれ ば,コ ンピュー
タ用 語な どが上 げ.られ るで しょう。 これは2のcdの 別 ですか ら男女 差 と
い うより使用 の有無 による差異ですが・例 えば,カー ド,デー タ,ア ドレス,
一 虹 一
レコー ドな どの平板化 が上 げ られ ます。 ゴル フをす る男性な ら,ゴ ルフの
ヨ
ァ ドレス と区別 して言 うことで しょう。
お わ り に
最後 にそれぞれのアクセン ト辞典 によるアクセ ン ト注記 の異な 勢につい
て書 く予 定で したが,紙 面 がな くな りました。一 口で言 えぱ・編集者 の編
集理 念の異な りに よると言 え・ます。束京 で二通 り以上 のア クセ ン トが現実
に行なわれている揚 合,何 を望 ま しい と考 えるか,そ れが問題 なのです。
標準ア クセ ン トと東 京アクセ ン トのいずれ を も示 したいと考 えるか・ どち
らか一方で よい とす るか な ど,改 めて問題 を提起 したい と思 い ます。私
は1そ のことぱ を生 き生 きと使 っている入 たちのアクセン トを重 んじた い
と常 々考 えて います。
一12一・
